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今月のあいさつ 

 

あけましておめでと

うございます。アースベ

ースのノザワです。と言

いましても、これを書い

ているのは年末。『子供

のころは年末になると

ゴジラやガメラなどの

怪獣映画が毎日放映さ

れていて楽しみで仕方がなかった。』と 50代指導員の

佐藤さんに言われても 30 代の私にはさっぱりピンと

来ません。 

さて、あらためまして新年のご挨拶です。 

謹賀新年。賀正。頌春。寿。新春のお慶びを申し上げ

ます。賀春。早春。浅春。吉春。慶春。慶頌新禧。福。 

HAPPY NEW YEAR。迎春。恭賀新年 etc… 

お好きな言葉をお選びください。それをアースベース

の新年のごあいさつとさせていただきます。今年もよ

ろしくお願いします。 

 

 産業ときめきフェア 

 

 今年で 17回目となる江戸川区の秋の祭典です。 

当事業所も 2014

年に引き続き出

展させていただ

きました。 

“ときめき”とは

人が過ごす人生

において、まこと

に大切な感情で

す。「感動」でも

「喜び」でも「楽

しみ」でもない“ときめき”。人が創り出す何かを見

たり触れたりすると、例えば恋でも愛でもないものに

もそれが生まれます。人間だけに与えられた唯一無二

のステキなもの。

このフェスタに

は間違いなくそ

れがありました。

今年は江戸川区

のおそらく区民

にさえ、あまり知

られていないだ

ろう“ゆるキャラ”をマグネットシールにして無料で

配布いたしました。お客さんには成り得そうもない子

供たちやお年寄りがたくさん持って帰ってくれまし

た。一時はブースの前に人だかりができたほどです。

不思議なことに人が集まっていると人は呼びこまれ

るもののようで、お仕事に繋がりそうな方も数人、ブ

ースまで顔を出してくれるようになったのです。後日、

あいさつ訪問に行ったところ 1社からは、お仕事を頂

き、3 社とはこれから一緒に仕事をして行きましょう

という話になったそうです。めでたし。めでたし。 

久しく忘れていた“ときめき”を感じました。参加出

来たことに深く感謝しております。 

来年も懲りずに参加してもっと良い出展をしたいと

思っています。 

ご縁をいただいたお客様にお届けするニュースレター                    平成２8年 １月（ほぼ毎月発行） 
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お客様紹介 

 

今月ご紹介する

会社は江戸川区

小松川にあるＴ

Ｍサインシステ

ム株式会社様で

す。偶然にも当

事業所の斜め前

30 メートルのところにある会社です。主に都心の地下

鉄構内の広告や有名デパート内の看板を制作施工さ

れています。いうなれば同業者なのですが見習うべき

ところがたくさんあります。先日このレターの取材と

称して工場も見学させていただきました。 

作業所に入って気づいたことは、床がきれいに掃除さ

れていて、備品が

整理整頓されて

いることでした。

「会社として綺

麗に丁寧に作る

ことは当たり前、

一番恐いのは慣

れること。だから、慣れたところで初心にかえる。」

と児玉社長は話されていました。実は児玉社長は当社

指導員の舟木さんと45年以上の付き合いがあります。

舟木さんが写真を納品して児玉さんのところで看板

として商品化し

ていたのだそう

です。舟木さん

曰く、「当時はデ

ータなんて物が

なかったからね。

ライバルは沢山

いたけれど、児玉社長のところが仕上がりとスピード

が一番良かったからね。」見習うべき点が満載ですね。 

今回、ＴＭさんから当社で受けた仕事は看板製作の仕

事です。「アース

ベースには旧知

の仲の舟木さん

と江藤さんがい

るので安心でき

る。今回はこち

らで仕事を頼み

ました。次回、頼まれたときはお返しするからね。助

かりました。」と児玉社長が最後に話してくれました。 

人と人との縁の大切さを改めて感じることが出来ま

した。ありがとうございます。 

 

編集後記 

 

あっという間に 2015 年が去っていきました。月刊地

球基地もなんとか毎月 4号まで発行できました。実は

結構みんなで楽しんで作っています。 

今月号はおまけに申年にちなんだ NEWYEAR カード

(EARTHBASE オリジナル・ノザワ・スペシャル)を同封

しました。気に入ってもらえたら机の片隅にでも飾っ

てください。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 


